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1.緒言

原料繭の選択から絹織物の設計までを,
コンピュータ上で体系的に取り扱うことを目

的とした｢シ/レク構造体形成システム｣の開

発を進めている.これまでに定繊度練糸シミ
ュレーションシステムの開発を終えている.

これは原料繭デー一夕および練糸工程条件を任

意に設定し,モンテカルロ法による定繊度練

糸シミュレーションを行うことで,得られた

生糸の品質特性を評価するシステムである.

工程条件を自由に設定することで,平均繊度,

原料繭の混合など,異なる品質の生糸を模擬
的に練糸することができる.
一方,生糸の品質は原料となる繭糸特性

に依存するところが大きく,新たな絹製品を

設計･開発するためには,広範にわたる蚕品

種別原料繭の特性をデータ化し,分類･整理

した上で合理的に利用することが必要となる.

つまり,要求される絹製品に適した原料繭の

選択を可能とするシステムの開発が必要と考

える.蚕糸業法の廃止に伴って,平均繭糸繊

度が1.6デ二一一ル程度の極端に細い繭糸や黄

色,緑色など色彩的特性をもった｢色繭｣の

開発など,これまでの原料繭にはない特徴的
な蚕品種の育成が,地方自治体や複数の研究

機関で進められている.そこで本研究では,

既存の蚕品種および｢ブランド繭｣として開

発が進められている特色ある繭を中心に,杏

品種別原料繭のデータベース化を行った.

2.実験方法

これまで生糸生産に使われてきた原料繭

の繊度は,繭の外層部から中層部にかけて若

干の増加傾向をもち,中層部から内層部にか

けては漸次減少する傾向を持ったものが多い.

また繭糸長は1500m程度の長さを持つ.こ

れら原料繭の特性は繭糸繊度曲線として表現
できる.蚕品種によって異なる繭糸繊度曲線

をモデル化するために4次の多項式を用いた.

y, -p.十PIX,+P2X,2+p,X,3+β4X,4+cL (1)

yl:繭糸繊度, X,:長さ(位置)

E :誤差項
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モデル化を行うために,各蚕品種から　20
-30　粒のサンプルを抽出し,繭糸長を測定

すると共に100m間隔で繊度を計測した.

得られたデータから平均繭糸長し,および4

次多項式のパラメータβ., β1, P,, P,,

β｡の推定を行った･また,以上6つのパラ
メータ間の分散共分散行列を求めた.対象と

した原料繭は,代表的な蚕品種のほかにブラ

ンド繭として新たに開発された｢小石丸｣｢世

紀×二一｣ ｢はくぎん｣などで,現在までに

30　品種の解析を終えている.繊度データの
一部をFig.1に示す.

得られたデータを元に,データベース化

を行った.原料繭デー一一タベースは,品種ごと

の繭糸繊度情報を整理し,目的とする生糸品

質に適した蚕品種(繭糸)の選択を迅速かつ
正確に行うことを目的としている.データベ
ースの機能として,品種ごとのパラメ一夕一

覧を表示し選択できるようにした(Flg.2).

選択された原料繭については,個別に繭糸繊

度曲線の表示が行えるようにし,直接,繰糸

シミュレーション実験で使用できるようにフ

ァイル化されている(Flg.3).

また練糸中の原料繭糸切断を考慮した繭

糸長である,解じょ糸長分布についてもモデ
ル化し,任意のパラメータを与えることによ

り状態を決定できるようにした.解じょ糸長

分布のモデルとして, (2)式のような指数分

布と正規分布の混合分布を仮定している.

P,A,FL,CTの4つのパラメータを与えるこ

とによって,解じょ糸長分布を設定すること

が可能である(Fig.4).

F(X;4)-PF;(X;A)+(llP)F2(X;p,cT) (2)

Fl(X;九)‥指数分布

F2(X;〟′o):正規分布

3.結果と考察

本データベースは,現時点においては繭

糸繊度と繭糸長の情報に限定されたものであ

る.アンケート調査等の結果から,消費者は

生糸の色彩的特徴や風合いにも関心を持って
いるため,今後は原料繭の持つ特性を網羅的
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に記録し,データベースの有効性,利便性を

高めて行く予定である.
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Fig.2　Database of cocoon lots
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